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『富
士
出
の
日
』
を
契
機
に

世
窯
贄
能
邁
麓
壼
轟
ヘ

平
成
２２
年
２
月
２３
日
。

習
車士
出
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
て
、

静
岡
市
の
グ
ラ
ン

シ
ツ
プ
で

「富
士
出
世
界
文
化
遺
産
フ
オ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
富
士
出
の
文
化
的
価
値
」
。

美
し
い
富
士
山
の
姿
は
思
い
浮

か
び
ま
す
が
、

習
口士
出
の
文
化
」
と
な
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

静
岡
県
で
は
晋
段
か
ら
富
士
山
を
目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

常
に
富
士
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
。

そ
れ
が
、

富
士
山
に
首
か

ら
息
づ
い
て
き
た
文
化
に
ま
で
目
が
向
か
な
い
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、

富
士
山
の
環
境
だ
け
で
な
く
、

富
士
山
の
文
化
も
守
る

取
組
で
す
。

画
車士
山
の
日
』
を
富
士
出
に
思
い
を
寄
せ
、

古
か
ら
現
代
に
続
く
富
士

山
の
信
仰
や
芸
術
に
も
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
『世
界
遺
産
条
約
と
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
』

（静
岡
県
学
術
委
員
会
　
委
員
　
児
矢
野
　
マ
リ
）

◎
シ
リ
ー
ズ
「構
成
資
産
候
補
の
紹
介
」
『白
糸
ノ
滝
』

◎
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り

◎
世
界
遺
産
用
語
解
説

『保
存
管
理
計
画
』



「富
士
山
を
世
界
文
化
遺
産
に
！
」
―
現
在
、

静
岡
県
と
山
梨
県
を
中
心
に
、

ま
た
政
府
レ
ベ

ル
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
進
ん
で
い
る
。

富
士
山
は
す
で
に
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト

（日

本
政
府
作
成
）
に
掲
載
さ
れ
、

国
際
的
な
審
査

に
向
け
た
プ

ロ
セ
ス
も
始
ま
っ
た
。―

　
こ
の
動

き
は
、

世
界
遺
産
条
約
と
い
う
国
際
条
約
に
基

づ
く
。

そ
れ
で
は
、

世
界
遺
産
条
約
と
は
何
か
。

富

士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
―
以
下
で
は
、

こ
の
こ
と
を
簡

潔
に
説
明
し
よ
う
。

世
界
遺
産
条
約
は
、

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を

有
す
る
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
を

め
ざ
し
て
、
１
９
７
２
年
に
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
で
採
択
さ
れ
た
国
際
条

約
で
あ
る
。

文
化
遺
産
の
保
護
の
条
約
を
作

っ

て
い
た
ユ
ネ
ス
コ
と
、

自
然
遺
産
の
保
全
の
た

め
の
条
約
を
提
案
し
て
い
た
国
際
自
然
保
護
連

合

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
動
き
が
、

国
連
人
間
環
境

会
議

（１
９
７
２
年
）
を
経
て

「合
体
」
し
た
。

１
９
７
５
年
に
発
効
し
、

２
０
０
９
年
４
月
ま

で
に
１
８
６
カ
国
が
こ
の
条
約
に
入
り
、

登
録

遺
産
は
８
７
８
件

（文
化
遺
産
６
７
９
件
、

自

然
遺
産
１
７
４
件
、

複
合
遺
産
２５
件
）
に
及
ぶ
。

日
本
は
９２
年
に
加
入
し
た
。

世
界
遺
産
条
約
で
は
、

締
約
国
は
、

自
国
領

土
内
に
あ
る
す
べ
て
の
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然

遺
産
を
保
護
し
、

将
来
の
世
代
に
伝
え
る
義
務

を
負
う
。

そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
で
き
る
限
り
、

自
国
領
土
内
に
あ
る
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
も

つ
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
を
世
界
遺
産
リ

ス
ト
に
掲
載
す
る
よ
う
、

世
界
遺
産
委
員
会
に

提
出
す
る
。

文
化
遺
産
と
は
、

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有

す
る
記
念
工
作
物
、

建
造
物
群
、

遺
跡
な
ど
で

あ
り
、

ま
た
自
然
遺
産
と
は
、

特
徴
の
あ
る
自

然
の
地
域
、

地
質
学

・
地
形
学
的
形
成
物
お
よ

び
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
動
植
物
の
主
な
生

息
地
、

自
然
の
風
景
地
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、

文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
価
値
を
兼
ね

備
え
た
遺
産
は
複
合
遺
産
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、

文
化
遺
産
の
う
ち
、

人
が
自
然
を
利
用
す
る
こ

と
で
つ
く
ら
れ
た
景
観

（自
然
と
人
間
と
の
共

同
作
品
）
は

「文
化
的
景
観
」
と
呼
ば
れ
る
。

「文
化
的
景
観
」
に
は
、

側
人
間
の
意
思
に
よ

り
設
計
さ
れ
、

意
図
的
に
創
り
出
さ
れ
た
景
観
、

９
伝
統
的
な
生
活
様
式
と
自
然
と
の
相
互
作
用

で
生
ま
れ
、

進
化
し
て
き
た
景
観
、

働
強
力
な

宗
教
的
、

芸
術
的
、

文
化
的
結
び

つ
き
が
認
め

ら
れ
る
景
観
と
い
う
、
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

あ
る
。

こ
の
条
約
に
基
づ
き
、

締
約
国
は
世
界
遺
産

に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
行
う
。

ま
ず
、

自
国
領

土
内
の
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

そ
し
て
、

そ
の
中
か
ら
登
録
候
補
の
遺
産
を
、

登

録
後
の
保
存
管
理
計
画
も
そ
え
て
世
界
遺
産
委

員
会
に
推
薦
す
る
。

す
る
と
、

文
化
遺
産
に
つ

い
て
は
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）

が
、

ま
た
自
然
遺
産
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
が
、

専
門
的
見
地
か
ら
現
地
調
査
も
行
い
、

登
録
基

準

（
「
世
界
遺
産
条
約
履
行

の
た
め

の
作
業

指
針
」
に
記
載
）
を
充
た
す
か
ど
う
か
審
査

す

る
。

世
界
遺
産
委
員
会

は
、

基
本
的

に

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ま
た
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
審
査
報
告

を
尊
重
し
、

登
録
の
可
否
を
最
終
的
に
決
定
す

る
。

登
録
さ
れ
る
と
、

締
約
国
は
保
存
管
理
計

画
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、

登
録
時
に
世
界
遺

産
委
員
会
か
ら
付
さ
れ
た
条
件
を
適
切
に
履
行

し
、

同
委
員
会
に
結
果
を
報
告
す
る
。

同
委
員

会
は
、

毎
年
、

そ
の
報
告
お
よ
び
そ
の
他
の
情

報
に
基
づ
き
保
護
状
況
の
審
査
を
行
う
。

そ
し

て
、

状
況
に
よ
り
、

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

を
欠
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
遺
産
を

「危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界

遺
産

一
覧
表
」
（危
機
遺
産
リ
ス
ト
）
に
掲
載
し
、

締
約
国
に
改
善
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
。

そ
れ
で
も
改
善
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、

世
界
遺

産
委
員
会
は
そ
の
遺
産
の
登
録
を
抹
消
す
る
。

富
士
山
は
、

今
、

文
化
遺
産
と
し
て
日
本
政

府
が
作
成
し
た
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、

日

本
政
府
か
ら
世
界
遺
産
委
員
会

へ
の
推
薦
を
得

る
途
上
に
あ
る
。
「紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

と
同
様
に
、

「文
化
的
景
観
」
と
し
て
顕
著
な
普

遍
的
価
値
を
有
す
る
資
産
、

と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
る
。

世
界
遺
産
条
約
は
、

主
権
国
家
か
ら
成
る
分

権
的
か

つ
多
元
的
な
国
際
社
会

の
法
規
範
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、

ま
た
、

文
化
と
自
然
を
同
時
に

保
護
対
象
と
す
る
が
ゆ
え
に
、

い
く
つ
か
の
難

問
を
抱
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

全
体
と
し
て

登
録
遺
産
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と

（欧
州
に
偏
る
と
い
う
地
域
的
不
均
衡
、

文
化

遺
産
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
不
均
衡
な
ど
）
、

登
録
基
準
を
め
ぐ
り
、

文
化
遺
産
を
担
当
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
自
然
遺
産

を
担

当
す

る

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
と
の
間
で
円
滑
な
調
整
が
容
易
で
な

い
こ
と
、

武
力
紛
争

（ア
フ
リ
カ
諸
国
）
、

経
済

開
発

（途
上
諸
国
）
、

都
市
開
発

（先
進
諸
国
）

な
ど
を
背
景
に
、

危
機
遺
産
リ
ス
ト
の
掲
載
遺

産
が
相
当
数
に
上
り

（現
在
世
界
中
で
約
３０
）
、

改
善
措
置
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
も
、

こ
れ
ら
の
問

題
と
無
縁
で
は
な
い
。

自
然
と
人
間
と
の
共
同

作
品
で
あ
る

「文
化
的
景
観
」
と
し
て
、

富
士

山
が
期
待
通
り
に
登
録
審
査
を
ク
リ
ア
で
き
る

か
、

ま
た
、

登
録
後
も
保
存
管
理
計
画
が
実
効

的
に
実
施
さ
れ
、

危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
載
る
こ

と
な
く
、

世
界
遺
産
と
し
て
保
護
さ
れ
続
け
る

か
ど
う
か
―
富
士
山
の
遺
産
登
録
の
試
み
と
、

適
切
な
保
存
管
理

に
向
け
て
の
体
制

づ
く
り
は
、

世
界

遺
産
条
約

の
締
約

国
日
本
に
よ
る
条

約
義
務

の
履
行
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
、

国
際
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

静岡県学術委員会委員

(北海道大学大学院教授)

児矢野 マ リ



今
回
は
、

名
勝
と
し
て
有
名
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

富
士
講
の
人
々
の
修
行
の

場
で
あ
っ
た
「自
糸
ノ
滝
」
（さ
を
紹
介
し
ま
す
。

湧
水
を
水
源
と
す
る
白
糸
の
滝

白
糸
の
滝
は
、

幅
約
２
０
０

ｍ
の
Ｕ
字
型

の
岩
壁
を
数
百
の
滝
が
糸
を
た
ら
し
た
よ
う

に
流
れ
落
ち
る
景
勝
地
で
す
。

そ
の
水
量
は

一
日
約
１３
万
ト
ン
で
、

ほ
と

ん
ど
は
富
士
山
の
地
下
水
で
す
。

白
糸
の
滝

で
は
、

古
富
士
泥
流
の
堆
積
物
と
、

そ
の
上

に
流
れ
出
た
約
１
万
年
前
の
白
糸
溶
岩
流
の

各
層
と
の
隙
間
か
ら
地
下
水
が
噴
き
出
て
い

る
状
況
が
観
察
で
き
ま
す
。

富
士
山
の
溶
岩

は
何
層
に
も
重
な
り
、

各
層
の
間
は
水
が
通

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

富
士
山
中
腹
以

上
に
降

っ
た
雨
や
雪
解
け
水
は
こ
の
間
に
挟

ま
れ
、

上
か
ら
の
地
下
水
圧
を
受
け
て
溶
岩

の
末
端
部
で
湧
水
と
し
て
噴
き
出
す
の
で
す
。

な
お
、

江
戸
時
代
に
は
、

富
士
五
湖
が
白
糸

の
滝
の
水
源
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
仕
組
み
を
持
つ
富
士
山
の
湧
水
と
し

て
は
、　

一
日
約
１
０
０
万
ト
ン
の
湧
水
量
を

誇
る
柿
田
川
、

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
境
内

の
湧
玉
池
、

山
梨
県
側
の
富
士
五
湖
や
忍
野

八
海
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

角
行
の
修
行
の
地

白
糸
の
滝
の
美
し
い
景
観
は
古
く
か
ら
有

名
で
、

建
久
４

（１
１
９
３
）
年
、

富
士
の

巻
狩
り
の
際
に
訪
れ
た
源
頼
朝
が
和
歌
を
詠

ん
だ
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

織
田

信
長
も
天
正
１０

（１
５
８
２
）
年
、

武
田
氏

を
減
ば
し
て
の
帰
途
こ
の
近
く
を
通
り
、

そ

の
様
子
を
詳
し
く
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
人
穴
で
修
行
し
て
い
た
の
が
、

富
士
講
の
開
祖
と
さ
れ
る
長
谷
川
角
行
で
す

（本
誌

ｖ
①
ｌ
７
参
照
）
。

永
禄
３
（１
５
６
０
）

年
～
同
６

（１
５
６
３
）
年
に
人
穴
で
最
初

の
修
行
を
行
っ
た
角
行
は
、

仙
元
大
日
神

（仙

元
大
菩
薩
）
の
使
い
の
言
葉
に
従
い
、

約
６

血
離
れ
た
白
糸
の
滝

へ
出
か
け
て
毎
日
６
回

の
垢
離
を
と
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
垢
離
の
場
は
、

滝

つ
ば
で
は
な
く
、

そ

の
上
部
に
あ
る

「お
び
ん
水
」
各
帯
の
真
奈

井
こ

と
呼
ば
れ
る
池
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

富
士
講
の
人
々
の
巡
礼
の
地

角
行
が
修
行
の
際
に
垢
離
を
と

っ
た
こ
と

か
ら
、

白
糸
の
滝
は
、

や
が
て
隆
盛
す
る
富

士
講
を
中
心
と
し
た
人
々
の
巡
礼
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

富
士
講
の
人
々
は
、

富
士
登
拝

の
ほ
か
に
御
中
道
め
ぐ
り

（本
誌

ｖ
ｏ
ｌ
４

参
照
）
、

八
海
め
ぐ
り

（富
士
五
湖
な
ど
山

梨
県
側
の
湖
や
池
を
巡
る
）
な
ど
開
祖
角
行

に
関
わ
る
地
の
巡
礼
を
盛
ん
に
行
い
ま
し
た

が
、

白
糸
の
滝
や
人
穴
も
そ
の

一
つ
だ

っ
た

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

そ
の
様
子
を
千
葉
県
の
富
士
講
先
達
で
あ

っ
た
栄
行
真
山
が
自
伝
に
記
し
て
い
ま
す
。

真
山
は
弘
化
２

（１
８
４
５
）
年
と
嘉
永
７

（１
８
５
４
）
年
に
白
糸
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、

特
に
弘
化
２
年
は
角
行
の
二
百
回
忌
に
あ
た

り
、

多
く
の
信
者
が
滝
つ
ば
で
垢
離
を
と
り
、

信
者
の
周
囲
に
虹
が
出
来
る
現
象
を

「御
来

光
」
と
し
て
あ
り
が
た
が

っ
た
と
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、

嘉
永
７
年
の
自
伝
の
挿
図
に
は
、

天
保
期

（１
８
３
０
～
１
８
４
４
）
に
建
立

さ
れ
た
食
行
身
禄

（本
誌

ｖ
ｏ
ｌ
７
参
照
）

の
供
養
碑
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
は
、

現
在
も
滝

つ
ば
に
向
か

っ
て
左
側
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、

滝

へ
向
か
う
道
路
の
右

手
に
は
大
正
時
代
の
富
士
講
の
大
き
な
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

姿
を
変
え
て
い
く
白
糸
の
滝

滝
は
、

そ
の
宿
命
と
し
て
崖
を
侵
食
し
、

次
第
に
上
流
側
に
後
退
し
て
い
き
ま
す
。

白

糸
の
滝
も
、　

一
年
に
２

ｃｍ
の
割
合
で
後
退
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
昭
和
４９

（１
９
７
４
）

年
の
七
夕
豪
雨
の
際
に
は
、

増
水
に
よ
り
主

滝
が
長
さ
１０

ｍ
、

幅
５

ｍ
に
わ
た

っ
て
崩
壊

し
た
た
め
、

主
滝
付
近
の
様
子
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、

昨
年
も
主
滝
で
自
然

崩
落
が
あ
り
、

白
糸
の
滝
の
姿
は
１
０
０
年
、

２
０
０
年
先
に
は
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
の
人
が
眼
に
す
る
の
は
今
の
姿
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
す
ば
ら

し
い
景
観
を
大
切
に
し
、

多
く
の
方
々
に
白

糸
の
滝
の
美
し
さ
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
信
仰

・

芸
術
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（※
）
国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「白
糸
ノ
滝
」
は
、

曽
我
兄
弟
の
あ
だ
討
ち
の
話
で
有

名
な
翌
日
止
め
の
滝
」
と
「白
糸
の
滝
」
、

及
び
そ
の
周

辺
地
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

白糸の滝 湧 水メカニズム(土隆―氏提供)

食行身禄の石碑富士講の石碑

紅葉の「白糸ノ滝」



１
基
調
講
演

『富
士
　
キ云
術
と
文
化
の
出
』

高
階
秀
爾
　
氏

（大
原
美
術
館
館
長
）

富
士
山
は
最
古
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
で
詠

ま
れ
、

ま
た
、

最
古
の
物
語
と
さ
れ
る
竹
取
物

語
に
も
出
て
く
る
。

富
士
山
の
イ
メ
ー
ジ
は
は

る
か
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、

富
士
山

に
関
す
る
文
学
や
絵
画
、

芸
術
は
日
本
人
の
心

の
歴
史
と
共
に
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
富
士
山
は
昔
か
ら
日
本
人
の
宝

で
あ
り
、

ぜ
ひ
、

世
界
の
宝
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
し
た
い
。

２

合
唱静

岡
混
声
合
唱
団
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

『
ふ
じ
の
山
』

『し
ず
お
か
賛
歌
　
富
士
よ
夢
よ
友
よ
』

『大
地
讃
頌
』

※
当
日
は

「し
ず
お
か
賛
歌
」
の
作
詞
者
で
あ

る
白
鳥
時
次
さ
ん
に
御
出
席
い
た
だ
き
、

作
曲

者
で
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
の
代
表
者
で
あ
る
南
荘

宏
さ

ん
に
指
揮
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『富
士
山
の
文
化
的
価
値
』

【パ
ネ
リ
ス
ト
】

村
松
友
硯
　
氏

（作
家
）

静
岡
県
民
は
気
候
が
温
暖
で
、

食
べ
物
も
お

い
し
い
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
暮
ら
し
て
お

り
、

ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
な
い
。

富
士
山
は
そ

の
よ
う
な
県
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
き
出
す
象

徴
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

岸
本
加
世
子
　
氏

（女
優
）

子
供
の
頃
は
富
士
山
が
あ
る
こ
と
が
当
た
り

前
で
あ
っ
た
が
、

母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
富
士

山

へ
の
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

富
士
山
は

日
本
人
の
改
郷
で
あ
り
、　

一
日
も
早
く
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

稲
葉
信
子
　
氏

（筑
波
大
学
大
学
院
教
授
）

富
士
山
を
世
界
文
化
遺
産
に
す
る
た
め
に
は

世
界
の
人
々
に
価
値
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。

現
在
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
、

議
論
も
大
分
煮
詰
ま
っ
て
き
て
い
る
。

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

秋
岡
榮
子
　
氏

（経
済
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

平
成
２２
年
２
月
２３
日
側
、

習
口士
山
世
界
文
化
遺
産
フ
オ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
５
０
０
名
の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
富
士
山
へ
の
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、

そ
の
一部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎世界遺産用語解説
『保存管理計画』

世界遺産登録のルールが記載されてしヽる、「世界遺産条約履行のための作業指針」は登
録の条件として、資産の価値を保全するために適切な管理計画を策定することを求めてしヽ

ます。登録資産の文化財としての価値及び構成要素を守り、将来にわたつて確実に継承し
てしヽくため、適切な保存管理の方法と整備活用の方策を定めたものが 『保存管理計画』で
す。

富士山で|よ、構成資産である個別の文化財の計画、静岡 ・山梨それぞれの県を包括する

計画、富士山全体を包括する計画という3段階に分けた保存管理計画を策定する予定です。

ケルン大聖堂
1248年 に着工され、16世紀半ばから一時中断されましたが、600年 を超える歳月を経て1880年 に漸く完成したゴシック様式の建築物の傑作です。

ライン河畔に堂々とそびえ建つ、高さ]5フmの 巨大な二基の尖塔が象徴的な宗教建築物で、首都ケルンのシンボルになつています。
1996年 に文化遺産登録されましたが、周辺で進む高層ビル開発が大聖堂の景観を阻害することを理由に、2004年 に危機遺産リストに掲載されました。

その後、ケルン市が建設計画の縮小、周辺の管理計画を改善したことにより、2006年 に危機遺産リストから除外されました。

え 、経 調 た緑ィンクをおg用しい 。




